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都
道
沿
い
の
住
宅
街
に
囲
ま
れ
た
こ
の
畑
は
、

人
々
の
暮
ら
し
と
密
接
に
つ
な
が
り
つ
つ
、都
市
な
ら
で
は
の

　
〝
東
京
有
機
模
様
〞を
作
り
だ
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
都
市
農
業
の

現
状
を
リ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

江戸時代から続く農家である、東
京有機クラブ（小金井市）の阪本
啓一さんの畑。区画ごとに綺麗に
整理されたその模様は、いかにも
東京らしい。



　
車
や
自
転
車
、
人
が
行
き
交
う
新
小
金

井
駅
周
辺
の
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
を
抜
け
、
都

道
1
3
4
号
で
あ
る
古
道
・
連れ

ん

雀じ
ゃ
く

通
り

を
歩
い
て
3
分
ほ
ど
の
所
に
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
が
あ
り
ま
す
。
朝
の
に
ぎ
や

か
な
コ
ン
ビ
ニ
と
は
対
照
的
に
、
そ
の
裏 

に
あ
る
門
を
く
ぐ
っ
た
そ
こ
に
広
が
る
の

は
、
瓦
屋
根
の
大
き
な
家
、
そ
し
て
畑
と

ハ
ウ
ス
で
す
。「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
迎
え
て
く
れ
た
の
は
、
東
京
都
小
金
井

市
で
農
業
を
営
む
東
京
有
機
ク
ラ
ブ
の
阪

本
啓
一
さ
ん
で
す
。

「
も
う
何
代
目
か
も
分
か
ら
な
く
な
っ
ち

ゃ
う
」
と
笑
う
阪
本
さ
ん
は
、
こ
の
地
で

3
5
0
年
以
上
続
く
農
家
の
7
代
目
。
江

戸
幕
府
の
成
立
後
、
飲
料
水
用
と
し
て
玉

川
上
水
が
で
き
た
頃
、　
阪
本
さ
ん
の
ご

先
祖
が
現
在
の
地
に
移
住
し
、
雑
木
林
を

1 発芽して7～8日（冬場）のべか菜。大地か
らまた新しい命が生まれました。
2 手の細かいしわまで茶色いのは、いつも畑
と一緒にいる証拠。
3 緑色のグラデーションは複数の異なる葉
もの。組み合わせて植えることで、病気や害
虫の蔓延を防止できます。
4 一直線にまかれた種の列はきっちりと並
んでいます。
5「けい兄」と呼ばれる阪本啓一さん（左）は、
実は川里賢太郎さん（右）といとこ同士です。

土や廃棄物が飛ばないようネットを張るなど、周りへの
配慮を欠かしません。
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虫
の
蔓
延
を
防
止
で
き
る
ん
で
す
。
次
の

種
ま
き
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
を
左
に
一
つ
ず

つ
ず
ら
し
ま
す
。
こ
れ
で
連
作
障
害
を
避

け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
」。
緻
密
な
計
画

を
立
て
、
丁
寧
に
実
践
し
、
農
薬
や
化
学

肥
料
に
は
頼
り
ま
せ
ん
。
ど
の
畑
に
も
雑

草
が
あ
ま
り
な
い
こ
と
に
気
づ
く
と
、

「
ず
っ
と
雑
草
を
と
り
な
が
ら
育
て
続
け

て
い
る
の
で
自
然
と
減
り
ま
し
た
」
と
阪

本
さ
ん
。
毎
日
の
積
み
重
ね
の
結
果
で
す
。

　
整
理
さ
れ
て
い
る
農
地
。
し
か
し
、
こ

こ
は
大
都
市
・
東
京
。
こ
の
地
だ
か
ら
こ

そ
の
悩
み
も
あ
り
ま
す
。
ハ
ウ
ス
の
後
ろ

に
は
、
敷
地
と
道
路
の
間
に
張
っ
た
ネ
ッ

ト
の
す
ぐ
向
こ
う
側
に
住
宅
が
立
ち
並
び

ま
す
。「
建
物
が
多
く
な
る
と
日
陰
に
な

る
部
分
が
増
え
て
、
霜
が
溶
け
に
く
か
っ

た
り
作
物
の
生
育
が
遅
く
な
っ
た
り
し
ま

す
。『
光
害
』
も
起
き
ま
す
。
た
く
さ
ん

あ
る
電
灯
の
明
る
さ
で
、
作
物
が
夏
と
勘

違
い
し
て
、
小
さ
く
て
も
花
を
咲
か
せ
ち

畑
に
開
拓
し
ま
し
た
。
阪
本
さ
ん
の
父
・

吉
五
郎
さ
ん
は
、
戦
後
、「
東
京
う
ど
」
を

中
心
に
露
地
野
菜
を
栽
培
し
て
い
ま
し
た
。

阪
本
さ
ん
が
20
歳
で
就
農
す
る
こ
と
を
き

っ
か
け
に
、
当
時
の
大
地
を
守
る
会
で
も

初
め
て
だ
っ
た
、
雨
よ
け
ハ
ウ
ス
を
利
用

し
た
通
年
で
き
る
葉
も
の
栽
培
に
切
り
替

え
て
い
き
ま
し
た
。
周
り
か
ら
は
否
定
的

な
声
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
ハ
ウ
ス
10

棟
と
畑
を
計
画
的
に
回
し
て
栽
培
す
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
す
。
40
年
ほ
ど
前
か
ら

は
大
地
を
守
る
会
と
と
も
に
有
機
栽
培
も

開
始
。
父
の
パ
イ
オ
ニ
ア
精
神
を
受
け
継

ぐ
阪
本
さ
ん
は
、
ル
コ
ラ
や
水
菜
、
サ
ラ

ダ
ほ
う
れ
ん
そ
う
な
ど
新
し
い
野
菜
も
積

極
的
に
探
求
し
、
幅
広
い
種
類
の
葉
も
の

を
育
て
て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
控
え
て
2
0
1
8
年
に
は
、
J

G
A
P
認
証
も
取
得
し
ま
し
た
。

　
30
年
前
ほ
ど
前
か
ら
、
阪
本
さ
ん
一
家
、

同
じ
く
江
戸
時
代
か
ら
続
く
農
家
の
川
里

さ
ん
一
家（
小
平
市
）、
藤
村
さ
ん
一
家（
府

中
市
）で
「
東
京
有
機
ク
ラ
ブ
」
と
い
う

生
産
者
グ
ル
ー
プ
を
結
成
。
宅
地
化
を
は

じ
め
都
市
開
発
が
進
む
中
、
東
京
と
い
う

地
で
、
有
機
農
業
を
営
み
続
け
て
い
ま
す
。

「
昨
日
の
朝
は
霜
が
降
り
て
一
面
真
っ
白

で
し
た
」。
阪
本
さ
ん
が
そ
う
話
し
な
が

ら
歩
い
て
回
る
ハ
ウ
ス
の
中
に
は
、
青
々

と
し
た
収
穫
直
前
の
葉
も
の
や
、
愛
ら
し

い
発
芽
し
た
て
の
双
葉
、
綺
麗
に
な
ら
し

た
ふ
か
ふ
か
の
土
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

「
冬
は
約
4
か
月
、
夏
は
約
1
か
月
で
葉

も
の
が
育
ち
ま
す
。
ハ
ウ
ス
ご
と
に
種
ま

き
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
少
し
ず
つ
ず
ら
し
て
、

週
2
〜
3
回
に
分
け
て
収
穫
・
出
荷
す
る

の
で
、
年
間
を
通
し
て
鮮
度
の
高
い
葉
も

の
を
お
届
け
で
き
ま
す
。
農
閑
期
が
な
い

か
ら
忙
し
い
け
ど
ね
」。「
ご
ん
べ
え
」
と

い
う
名
前
の
手
押
し
の
種
ま
き
機
を
使
い
、

サ
ラ
ダ
ほ
う
れ
ん
そ
う
の
種
を
ま
く
阪
本

さ
ん
。
一
直
線
に
ま
か
れ
た
種
の
列
は
き

っ
ち
り
と
並
ん
で
い
ま
す
。

　
収
穫
直
前
の
ハ
ウ
ス
を
見
る
と
、
複
数

の
異
な
る
緑
色
の
葉
も
の
が
植
わ
っ
て
い

ま
す
。「
左
か
ら
べ
か
菜
、
水
菜
、
ル
コ

ラ
、
サ
ラ
ダ
ほ
う
れ
ん
そ
う
。
複
数
を
組

み
合
わ
せ
て
植
え
る
こ
と
で
、
病
気
や
害

ゃ
う
ん
で
す
」。
空
き
缶
・
瓶
の
ほ
か
、

ベ
ッ
ド
な
ど
の
大
き
な
も
の
ま
で
敷
地
に

投
棄
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
。「
で
も
、

仕
方
な
い
。
土
が
飛
ば
な
い
よ
う
に
ネ
ッ

ト
を
張
っ
た
り
、
目
が
合
っ
た
ら
挨
拶
を

し
た
り
、
周
り
を
配
慮
し
な
が
ら
自
分
が

で
き
る
こ
と
を
や
り
続
け
る
ん
で
す
」。

阪
本
さ
ん
は
に
っ
こ
り
と
し
た
笑
顔
で
落

ち
着
い
て
言
い
ま
し
た
。

　
翌
日
は
雪
が
降
る
予
報
の
た
め
、
川
里

さ
ん
一
家
、
藤
村
さ
ん
一
家
も
急
き
ょ
、

収
穫
作
業
中
で
し
た
。「
24
時
間
営
業
の

お
店
が
で
き
て
か
ら
、
そ
の
前
に
あ
る
畑

で
は
ほ
う
れ
ん
そ
う
が
育
た
な
く
な
っ
た

け
ど
、
今
度
、
枝
豆
を
植
え
て
み
よ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
は
中
田
恵
子
さ
ん
。

「
畑
の
隣
り
の
住
宅
街
に
は
、う
ち
の
子
ど

も
の
友
達
も
住
ん
で
い
ま
す
。
普
段
か
ら

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
る
と

お
互
い
が
理
解
で
き
る
と
実
感
し
て
い
ま

す
ね
」
と
川
里
賢
太
郎
さ
ん
も
話
し
ま
す
。

　
は
さ
み
や
鎌
を
握
る
手
を
休
め
る
こ
と

な
く
、
収
穫
作
業
を
テ
キ
パ
キ
と
進
め
な

が
ら
、「
よ
か
っ
た
ら
家
で
食
べ
て
み
て

ね
」
と
採
っ
た
ば
か
り
の
葉
も
の
を
手
渡

し
て
く
れ
ま
し
た
。
阪
本
さ
ん
の
水
菜
は

シ
ャ
キ
ッ
と
し
た
食
感
、
川
里
さ
ん
の
ル

コ
ラ
は
ス
パ
イ
シ
ー
な
風
味
、
藤
村
さ
ん

の
ほ
う
れ
ん
そ
う
は
甘
み
に
、
凛
と
し
た

存
在
感
が
あ
り
ま
す
。

　
東
京
の
農
業
は
、
土
や
土
に
棲
ま
う
微

生
物
、人
、住
宅
街
、は
た
ま
た
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
や
コ
ン
ビ
ニ
の
明
か
り
ま
で
、
人
々

の
暮
ら
し
や
環
境
と
有
機
的
に
つ
な
が
り

な
が
ら
、
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
で
保
た
れ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
営
ま
れ
る
〝
東
京
有
機

模
様
〞
は
、
阪
本
さ
ん
た
ち
に
よ
っ
て
、

ま
す
ま
す
洗
練
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

8 冬の露地栽培ならではの収穫姿。かごはあ
っという間にいっぱいに。「お鍋の具として
たっぷり入れるとおいしいですよ」。
9 露地でほうれんそうを育てる藤村享子さ
ん（左）、中田恵子さん（右）親子。翌日が雪の
予報のため、急きょ収穫中です。

6 スイスチャードはフォークで土を掘り起
こしてから手で取り、はさみで根を一つ一つ
切り落とします。手作りのミニ腰掛が大活躍。
7 川里さんの父・弘さんはルコラを計量中。
丸いテーブルに乗せて回すと、反対側にいる
川里さんがパッキングするという流れです。

Photo : Taro Terasawa　Text : Maiko Oasa　Design : Better Days

存在感のある
スパイシーな風味
ルコラ 50g

※異なる産地のものが届く場合があります。
※同時配布のカタログ『ツチオーネ』116号も
　合わせてご覧ください。

1052
50g  278円（税込300円）
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イベ ント

か
つ
て
東
京
に
は
畑
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、近
代
化
に
伴
い
減
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、阪
本
啓
一
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
東
京
有
機
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
は
、今
も
畑
を
持
ち
農
業
を
営
み
続
け
て
い
ま
す
。
彼
ら
の
農
地
は
、新
古
が
交
錯
す
る
独
自
の
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
空
間
で
す
。（
編
集
部
・
大
麻
）

イベント名 参加人数 会員番号

参加者の氏名 参加者の氏名性別 性別アレルギーの有無 アレルギーの有無年齢・学年 年齢・学年

メールアドレス（事前連絡が可能で添付ファイルが受信可能なもの） 携帯電話番号（当日連絡が可能なもの）

人

ソーシャルコミュニケーション部行2 0 1 9 年 4 月 号   イベント参 加 申 込 書

発行 オイシックス・ラ・大地株式会社
 東京都品川区大崎1-11-2  
 ゲートシティ大崎イーストタワー5階
 TEL 050-5306-8513

https://takuhai.daichi-m.co.jp/Information/8

＊複数のイベントにお申込みされる場合や記入しきれない場合は、「連絡便」などに必要事項を明記の上、ご提出ください。

備考（会員として登録された「住所」と異なる方がいらっしゃる場合はその方の住所、他連絡事項がある場合はその旨をご記入ください。）

＊ご家族の場合、代表者の分のみをご記入ください。

お問合せ
オイシックス・ラ・大地
ソーシャルコミュニケーション部
TEL●050-5306-8513
E-mail●csr@member.daichi.or.jp

注意事項
当社は、大地を守る会のイベント及び大地
を守る会が告知する他団体のイベントにお
申込みいただく際、ご記入いただく個人情
報を、お申込み内容に関する確認、参加者
への連絡、抽選、抽選結果連絡、お問合せ
に対する回答、非常時に関する対応、イベ
ントの質向上管理のために利用させていた
だきます。なお当社は、イベント等を旅行
業者に業務委託する場合があります。この
場合、個人情報を開示することがあります。
業務委託にあたっては、個人情報の保護に
関する契約を締結し、業務委託先が契約を
遵守するよう必要かつ適切な管理及び監督
を行います。上記に同意の上お申込みくだ
さい。個人情報の取扱いに関するその他の
条件については、当社ウェブサイトの個人
情報保護方針をご確認ください。

お申込みはWEB
または右記申込書を
注文書と一緒に
ご提出ください
大地を守る会  イベント 検索

「大地を守る会の稲作体験」は今年で
30周年を迎える大人気イベント。舞台
となる田んぼは、日本の豊かな里山が感
じられる千葉県山武市にあります。初夏
の田植え、真夏の草取り、秋の収穫。ず
っと昔から繰り返されてきたお米作りの
営みは、私たちの暮らしが常に自然とと
もにあることを実感させてくれます。長
年、農薬を使わずにお米を育てている田
んぼには、たくさんの生き物との出会い
もあります。お子さんたちが虫を追いか
けて元気に遊びまわっている姿は微笑ま
しく、穏やかな時間が流れます。そして、
この稲作体験の醍醐味は何といっても自
分で作ったお米を食べられること。汗を
流して一生懸命作ったお米は本当におい
しいですよ！

右上／1年間育った稲を
いよいよ刈り取り。
左上／昔ながらの
「はざかけ」で天日干し。
下／田んぼの土の感触を
楽しみながら、
一つ一つ手で
苗を植えていきます。

株式会社トビムシ　
〒106-0032　東京都港区六本木7-3-13
トラスティ六本木ビル5階
東京都知事登録旅行業　第2-6290号
国内旅行業務取扱管理者　占部やよい
TEL●03-6447-0721
お問合せ受付時間●10：00～18：00（土日祝休み）

旅行企画・実施

［ 注意事項 ］
●田んぼでの作業は10：30～14：00頃の予定です。
●集合・解散場所までの往復交通機関は、各自でご手配ください。
　集合・解散場所から田んぼの往復には、送迎バスを用意します。
●自家用車でのご参加も可能です。お申込みの際、その旨をご明記ください。
　自家用車をご利用の方向けの駐車場（無料）から田んぼまでは、徒歩約10分です。
●昼食は各自でご持参ください。昼食の場所は田んぼのそばの公民館を利用します。
●参加を申し込まれる皆さんと旅行会社との通信は、電子メールを利用します。
　お持ちでない方はその旨をお知らせください。
●定員を超えるお申込みがある場合、抽選となります。抽選連絡は4月26日（金）までに旅行会社から
　電子メールでお知らせします。当選者にはツアー（イベント）の詳細文書も添付してお知らせします。
　文書をご確認の上、指定日までに旅行代金を指定口座にお振込みください。
●添乗員は同行しませんが、大地を守る会の担当者が同行します。
●小学生以下は3名につき大人（中学生を除く）1名の付き添いが必要です。
●ツアー（イベント）の詳細が記載されたパンフレットは後日、郵送します。
●収穫後のお米の代金は、ご希望の方に別途有料となります。収穫量により異なりますが、
　3,000円～4,000円（送料込み）の予定です（平均の収穫量は1人あたり約3～5kg）。

DA T A
さんぶ野菜ネットワーク・
佐藤秀雄さんの田んぼ（千葉県山武市）
※JR総武本線「八街駅」集合・解散です。
あり（無料）
大人（中学生以上）●8,000円／年、
子ども（小学生）●4,000円／年、
未就学児●無料
※代金はすべて消費税込みです。
※全行程一括前払いです。
　1回のご参加でも同料金となります。
※昼食と収穫後のお米の代金は
　含まれません。
150名
4月19日（金）
大地を守る会 稲作体験実行委員会

訪問先 . . . . . . .

駐車場 . . . . . . .
旅行代金 . . . .

定員 . . . . . . . . . .
申込締切 . . . .
協力 . . . . . . . . . .

田植えから収穫まで、お米を作って食べよう！

祝30回！  大地を守る会の稲作体験

集合9:45～解散14:30 頃

2019.5.19（日） 2019.6.9（日）草取り1回目田植え

2019.7.14（日） 2019.9.8（日）稲刈り草取り2回目

「稲刈り」の日程は、稲の生育状況により
変更となる可能性があります。

安心・安全なものを食べた後も栄養を無
駄にせず利用します。方法は、調理くず
などを基材と混ぜるだけ。微生物が分解
し、栄養たっぷりの堆肥ができあがりま
す。その堆肥で野菜を育て、また食べる
というフードリサイクル。べランダでも
できる循環生活を楽しみませんか？　フ
ォローアップ講座は6月30日予定です。

DA T A DA T A
川崎市中原市民館 実習室
（神奈川県川崎市中原区）
※JR線・東急線「武蔵小杉駅」より
　徒歩3～5分
環境を考え行動する会
大地を守る会定期会員●3,000円、
一般●3,300円
※スターターキット（ダンボールや
　基材など）代、送料を含みます。
※スターターキットが
　不要の方は無料です。
30名
5月6日（月・祝）
大地を守る会 エコ研

ダンボールコンポスト入門編
栄養のとことんリサイクル講座
2019.5.26（日）14：00～16：00

※キットの部品（基材など）の購入および
　当日の持ち帰り（1,000円引き）を希望される方は、
　お申込みの際、希望内容を備考欄に
　ご明記ください。

生ごみを混ぜ込むだけなので、お子さんもできます。 白菜の頭縛りをお手伝いする冬の産地イベント キャンドルの灯りで過ごす増上寺でのイベント

有機農産物や無添加そうざい、フェアト
レード商品などの販売事業、産地交流や
料理教室、食の講座などのイベント、
NGO・NPOや海外の有機農業関連団体
と連携した取り組みなど、大地を守る会
の社会貢献活動（CSR）は多岐にわたり
ます。2018年度における大地を守る会の
CSR活動について報告します。

オイシックス・ラ・大地 
Osaki Farm マルシェエリア
※JR線「大崎駅」南改札口より徒歩5分
無料
不要　
※当日、直接会場へお越しください。
大地を守る
社会貢献活動（CSR）をすすめる会

1年間のCSR活動を振り返ります
大地を守る会のCSR活動報告会
2019.6.8（土）12：30～16：30
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